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　全管連青年部協議会の創立から続いている事業で、
今年度で 25回目を迎えました。
　この活動に対して、令和２年に第 22 回日本水大賞
の厚生労働大臣賞を受賞してます（平成 17 年の第２
回では「審査部会特別賞」を受賞）。
　今年度も、広範な解釈のもと水源地のみならず、幅
広く「水」にまつわるすべてのエコ倶楽部探検隊活動
を募集しております。
　「水」はかけがえのない大切な資源であり、人類に
とって貴重な財産であるということを再認識し、また
次世代に伝えていくことで、「水」への感謝の心を育
むことができればと考えております。さらに、この活
動が地域に密着した環境活動へと繋がることも期待し
ます。
　この活動を通して、「水」に対して興味を持った子
供たちが、将来業界を支える人材へと成長していくこ

とは、まさに「担い手事業」の一環でもあると考えます。
　全国各地の青年部の皆様には、例年積極的に事業を
実施していただいていることに対して心より感謝申し
上げます。今年度の応募期間は、３月１日～６月の全
国各地の水道週間の活動もご報告頂けるように、６月
15 日としております。また３月以前に事業を実施し
終了している組合においても受付けておりますので、
ぜひお申込み下さい。全国各地からのご応募をお待ち
しております。
　今年度は、本会青年部役員により審査を行うことと
なっており、厳正な審査の結果は、８月に行われる金
沢総会時に、優秀な活動に対して表彰式を行うことと
しております。
　今後もこの事業をさらに魅力あるものにし、業界底
上げの一助となるよう、引き続きのご協力を宜しくお
願いいたします。

　本格的な少子高齢化社会を迎え、新型コロナウイル

ス感染症等の影響により献血をする方が減少し、現在

の医療で必要な血液は不足している状況が続いており

ます。

　全管連青年部協議会は日本赤十字社の献血サポー

ター（※）に登録しており、通常総会開催時に総会参加

者の皆様に献血の協力をお願いして参りましたが、総

会会場のスペース等の問題や懇親会での飲酒による献

血協力者の体調への影響を考慮して福島総会より通常

総会時の献血活動を見合わせております。身近なボラ

ンティアである「献血」を引き続き行いたいとの思いか

ら、本協議会は加入青年部に各単組地元での献血活動

への協力をお願いしております。

　各単組又は個人として献血にご協力して頂く際に

は、全国どちらの会場においても献血受付職員へ全国

管工事業協同組合連合会青年部協議会コードである

「01-70556-00」の入力をご依頼して下さい。

　本年度の取り組みとして、各単組からの出向者の役

員に全国統一のコード「01-70556-00」が記載された

Line スタンプを提供させて頂いております。

　Line スタンプをご参照頂き、スタンプのご利用方法

については、事業部役員にお問い合わせの上、さらなる

献血事業にご協力の程、何卒宜しくお願い致します。

　また、年間を通して献血活動を行っておりますが令

和 6 年 6 月１日から 6 月 30 日までの 1ヶ月間を献

血強化月間として啓蒙しております。時節柄お忙しい

こととは存じますが、貴青年部におかれましては本事

業の趣旨にご賛同の上、是非ご参加下さるようお願い

申し上げます。

（※）医療に必要な血液を献血によって安定的に確保するた

めに、献血に積極的に協力する企業・団体のこと

令和５年度環境問題研究事業(エコ倶楽部探検隊)募集開始

～全管連青年部ホームページに随時掲載～

全管連青年部ホームページ(https://www.zenkanrenjr.jp）

献血活動参加青年部募集のご案内

記後

集編
　エコ倶楽部探検隊の募集や、献血活動など事業が活発に動き出してきました。また8月の石川総会に向けても着々
と準備が進んでいて、賛助会員企業などの展示ブースも 30 ブースを予定しており、非常に大きな総会になると確信
しております。今後も更に盛り上がる全管連青年部に注目です！

総務部会長　増田　喬歳（埼玉）
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第140回理事会を南大塚ラパスホールで開催

　2月 17日（土）、全管連青年部第 140回理事会が豊

島区南大塚ラパスホールで開催され、全国から理事、監

事の 28名の出席がありました。

　理事会は増田総務部会長（埼玉）の司会で始まり、最

初に廣田会長（宇都宮）のご挨拶がありました。続いて

議長に安宅総括副会長（高知）が選任され、議事録作成

人に事務局依田主任、議事録署名人に高橋理事（秋田）

がそれぞれ選任されました。

　その後議事に移り、議長 安宅総括副会長の進行で、総

務部と事業部の事業報告並びに事業計画の審議、協議

を行いました。

　最初の議題として今年８月に開催する第 28 回通常

総会金沢総会について、吉崎理事（石川）より現段階の

進捗状況の説明がありました。総会出席者の予備調査

の人数の報告もあり、改めてより多くの方の参加を呼

び掛けました。石川県青年部の皆さまには準備を行っ

て頂き、心より感謝申し上げます。

　続いて、総務部と事業部の新年度の事業計画につい

てそれぞれ確認し慎重に審議が行われました。総務部

からは広報関連事業アヒルのたまご、全管連ジャーナ

ルへの寄稿について、また担い手不足に対して、業界を

盛り上げていく事業の一環として、まずは青年部会員

の取組み状況を把握するためにも「担い手育成事業に

関するアンケート」を実施する旨の説明がありました。

事業部からは、自民党青年局、日管連青年部との意見交

換会の実施報告、また水源地クリーンキャンペーン・

エコ倶楽部探検隊については、今年度の新たな審査方

法の説明、献血活動については、LINE スタンプを活用

していくなど、活発な事業の取り組みの説明となりま

した。

　全ての議事が無事終了し、田中監事（横浜）、神谷監事

（東京）による監事講評が行われ理事会は無事終了しま

した。

　理事会終了後、全管連賛助会員プラスバイプラス様

より、「企業経営に関する大切なこと」と題した研修会

を行いました。企業経営には①人、②お金、③手段とカ

テゴリーに分けての説明がなされ、様々な視点から有

効的な企業を経営していく手段を学ぶことができ、有

意義な時間となりました。

　今後も全国の皆様と知恵を出し合って、全国組織な

らではの活動を続けていきたいと思います。全国の皆

様と５月の理事会、また８月には金沢で再会すること

を心より楽しみにしております。

理事会

プラスバイプラス説明会

集合写真


